




４．種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（Ａ種優先株式）

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　27年12月期 ― ― ― 30.00 30.00

　28年12月期 ― ―

　28年12月期(予想) ― 30.00 30.00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策により、企業業績や雇用環

境に改善が見られましたが、中東情勢の悪化や中国をはじめとする新興国の景気減速に加え、英国の欧州連合（Ｅ

Ｕ）からの離脱決定による影響への懸念もあり、極めて不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社は、営業部門におきましては、前３ヶ年でスタートした環境事業営業部、医療関連営

業部東北営業課、アスクル営業推進室の一層の活動強化を図り、積極的に営業活動を展開してまいりました。その

結果、当第２四半期累計期間における新規受注高は18,414百万円（前年同四半期比15.3%増）となりました。

損益面では、当第２四半期累計期間の売上高は17,795百万円（同5.4％増）、営業利益は245百万円（同3.6％増)、

経常利益は253百万円（同2.9％増）、四半期純利益は固定資産売却益を特別利益に計上したこと等により、218百万

円（同115.3％増）となりました。

(セグメントの業績)

当第２四半期累計期間におけるセグメントの業績は次のとおりであります。なお、各セグメントにおける売上高

については「外部顧客に対する売上高」の金額、セグメント利益については報告セグメントの金額を記載しており

ます。

［リース・割賦・営業貸付］

リース・割賦・営業貸付の新規受注高は18,283百万円（前年同四半期比16.1％増）、営業資産残高は77,576百万円

（前期末比3.1％増）となりました。また、売上高は16,180百万円（前年同四半期比5.6％増）、セグメント利益は83

百万円（同6.0％増）となりました。

［不動産賃貸］

不動産賃貸の新規受注高は123百万円（前年同四半期比18.6％増）、営業資産残高は13,438百万円（前期末比0.9％

減）となりました。また、売上高は1,574百万円（前年同四半期比4.1％増）、セグメント利益は415百万円（同0.2％

減）となりました。

［その他］

その他の新規受注高は7百万円（前年同四半期比94.2％減）、営業資産残高は158百万円（前期末比12.8％減）とな

りました。また、売上高は41百万円（前年同四半期比27.3％減）、セグメント利益は7百万円（同4.0％減）となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期会計期間末の総資産は、前期末比4,273百万円減少し105,236百万円となりました。これは主に現金

及び預金の減少によるものです。

負債合計は、前期末比4,022百万円減少し98,430百万円となりました。これは主に長期借入金の減少によるもの

です。

純資産合計は、前期末比252百万円減少し6,807百万円となりました。これは主にその他有価証券評価差額金の減

少によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成28年12月期の通期の業績予想につきましては、平成28年３月25日に公表いたしました修正数値からの変更は

ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。

（３）追加情報

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

　 当社は、従業員に対する福利厚生サービスを目的として、受給権を付与された従業員に信託を通じて自社の株式

を交付する取引を行っております。

① 取引の概要

予め当社が定めた株式給付規程に基づき、当社の従業員が退職した場合に当該退職者に対し当社株式を給付する

仕組みです。当社は、従業員に勤続や成果に応じてポイントを付与し、従業員の退職時に累積したポイントに相

当する当社株式を給付します。なお退職者に対し給付する株式については、あらかじめ信託設定した金銭により

将来分も含め取得し、信託財産として分別管理しております。

② 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27

年３月26日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

③ 信託が保有する自社の株式に関する事項

信託における帳簿価額は、前事業年度102,604千円、当第２四半期会計期間129,669千円であります。信託が保有

する自社の株式は、株主資本において自己株式として計上しております。

期末株式数は、前第２四半期会計期間928,000株、当第２四半期会計期間1,024,000株であり、期中平均株式数

は、前第２四半期累計期間928,000株、当第２四半期累計期間982,857株であります。期末株式数及び期中平均株

式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めております。

(法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正)

平成28年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」が公布

され、平成28年４月１日以後開始する事業年度より、法人税率等が変更されることになりました。これに伴い、平

成29年１月１日以後開始する事業年度において解消が見込まれる一時差異等について、その繰延税金資産及び繰延

税金負債を計算する法定実効税率は、平成29年１月１日から平成30年12月31日までは32.01％から30.65％へ、平成

31年１月１日以降は32.01％から30.41％へ変更されます。

この法定実効税率に基づき、当第２四半期会計期間末の繰延税金資産及び繰延税金負債を計算した結果、繰延税

金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が25,262千円減少、その他有価証券評価差額金が3,239千円

増加、当第２四半期累計期間の法人税等調整額が28,501千円増加しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,546,094 6,762,417

受取手形 949 -

割賦債権 22,543,371 23,132,358

リース債権及びリース投資資産 51,637,003 53,431,058

営業貸付金 390,835 390,545

その他の営業貸付債権 1,805,006 1,727,066

賃貸料等未収入金 1,759,306 1,944,175

その他の流動資産 593,114 785,061

貸倒引当金 △128,494 △118,895

流動資産合計 92,147,184 88,053,785

固定資産

有形固定資産

賃貸資産 13,728,346 13,630,853

社用資産 86,478 84,457

有形固定資産合計 13,814,824 13,715,310

無形固定資産 95,922 96,393

投資その他の資産

その他の投資 3,372,942 3,305,267

貸倒引当金 △47,618 △47,974

投資その他の資産合計 3,325,324 3,257,293

固定資産合計 17,236,070 17,068,996

繰延資産 126,409 113,698

資産合計 109,509,663 105,236,479

負債の部

流動負債

支払手形 1,067,554 540,282

買掛金 2,809,915 2,889,649

短期借入金 2,870,000 2,870,000

1年内返済予定の長期借入金 26,054,357 25,376,889

1年内償還予定の社債 4,174,000 4,265,000

未払法人税等 155,795 277,438

割賦未実現利益 1,098,004 1,152,730

役員賞与引当金 23,000 -

賞与引当金 44,493 24,031

その他の流動負債 1,193,147 1,349,426

流動負債合計 39,490,265 38,745,445
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年６月30日)

固定負債

社債 5,240,000 4,990,000

長期借入金 47,600,883 45,314,168

債権流動化に伴う長期支払債務 2,003,944 1,279,911

退職給付引当金 47,971 61,898

受取保証金 6,079,423 5,973,840

資産除去債務 530,332 601,634

その他の固定負債 1,458,588 1,462,909

固定負債合計 62,961,141 59,684,359

負債合計 102,451,406 98,429,804

純資産の部

株主資本

資本金 2,297,430 2,297,430

資本剰余金 2,137,430 2,137,430

利益剰余金 2,471,861 2,445,237

自己株式 △197,308 △224,706

株主資本合計 6,709,413 6,655,391

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 348,844 151,284

評価・換算差額等合計 348,844 151,284

純資産合計 7,058,257 6,806,675

負債純資産合計 109,509,663 105,236,479
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 16,885,288 17,794,963

売上原価 15,669,948 16,521,737

売上総利益 1,215,339 1,273,226

販売費及び一般管理費 978,778 1,028,178

営業利益 236,561 245,047

営業外収益

受取利息 212 222

受取配当金 16,300 14,794

償却債権取立益 3,039 2,323

その他の営業外収益 464 950

営業外収益合計 20,015 18,288

営業外費用

支払利息 8,201 7,756

支払手数料 2,142 2,142

その他の営業外費用 160 167

営業外費用合計 10,503 10,065

経常利益 246,073 253,271

特別利益

固定資産売却益 17,432 155,301

特別利益合計 17,432 155,301

特別損失

固定資産除売却損 10,263 1,486

減損損失 - 10,546

特別損失合計 10,263 12,032

税引前四半期純利益 253,242 396,540

法人税、住民税及び事業税 164,809 259,279

法人税等調整額 △12,854 △80,837

法人税等合計 151,955 178,442

四半期純利益 101,287 218,098
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リース・割賦・

営業貸付
不動産賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 15,317,657 1,511,223 16,828,880 56,408 16,885,288

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 15,317,657 1,511,223 16,828,880 56,408 16,885,288

セグメント利益 77,860 415,302 493,162 7,781 500,942

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メディカルサポート事業等を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 493,162

「その他」の区分の利益 7,781

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △264,381

四半期損益計算書の営業利益 236,561

(注) 全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リース・割賦・

営業貸付
不動産賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 16,180,070 1,573,895 17,753,965 40,999 17,794,963

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 16,180,070 1,573,895 17,753,965 40,999 17,794,963

セグメント利益 82,529 414,610 497,139 7,468 504,607

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メディカルサポート事業等を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 497,139

「その他」の区分の利益 7,468

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △259,559

四半期損益計算書の営業利益 245,047

(注) 全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「不動産賃貸」セグメントにおいて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として特別損失に計上してお

ります。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期累計期間において、10,546千円であります。
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４．補足情報

（１）契約実行高

セグメントの名称

当第２四半期累計期間

金額（千円） 前年同四半期比（％）

リース・割賦・
営業貸付事業

ファイナンス・リース 11,335,872 108.2

オペレーティング・リース ― ―

割賦販売事業 6,635,071 114.9

営業貸付事業 319,848 76.6

リース・割賦・営業貸付事業計 18,290,790 109.7

不動産賃貸事業 697,325 254.5

その他 7,351 832.0

合計 18,995,466 112.1

(注) ファイナンス・リース及び不動産賃貸事業については取得した資産の購入金額、割賦販売事業については実

行時の割賦債権から割賦未実現利益を控除した額、オペレーティング・リースについては賃貸物件の取得価

額を表示しております。なお、再リース取引の実行額は含んでおりません。

（２）営業資産残高

セグメントの名称

前事業年度末
(平成27年12月末日)

当第２四半期会計期間末
(平成28年12月期第２四半期)

期末残高(千円) 構成比(％) 期末残高(千円) 構成比(％)

リース・割賦・
営業貸付事業

ファイナンス・リース 51,540,090 57.9 53,357,725 58.5

オペレーティング・リース 178,800 0.2 205,285 0.2

割賦販売事業 21,441,078 24.1 21,974,910 24.1

営業貸付事業 2,115,841 2.4 2,037,611 2.2

リース・割賦・営業貸付事業計 75,275,809 84.6 77,575,530 85.1

不動産賃貸事業 13,555,678 15.2 13,438,330 14.7

その他 181,203 0.2 158,052 0.2

合計 89,012,690 100.0 91,171,913 100.0

(注) １ リース・割賦・営業貸付事業のうち、ファイナンス・リースについてはリース債権及びリース投資資産残高

を、オペレーティング・リースについては賃貸物品の帳簿価額を表示しております。

２ 割賦販売事業については割賦債権から割賦未実現利益を控除した額を表示しております。
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